
1456 長崎医学会雑誌第32巻第11号1456-1460頁

ハエ類の採集方法に関する研究

第2報金網製ハエトラップの脚の高さの効果について

長崎大学風土病研究所衛生動物学研究室（主任大森南三組教授）

大森南三郎・末永斂
おおもりな／しぎぶろうすえながおさむ

長崎県大村保健所（所長福田通男）

福田通男
ふくだみちお

本研究に零した費用の一部は文部省科学試験研究費補助金によった.ここに記して謝意を表する.

緒

我々ほ魚肉を餌とした金網トラップを

Blow月iesの棲息密度を推定する一つの手段

として用いているが,トラップの構造,設置

場所,脚の高さ,餌の質及び量等の異なるに

従って採集能率に差が生ずるであろう事は容

易に考えられる･古くからこの種の--トラ

ップを使用して--類を採集する事が広く行

(=>

われてきたが'採集能率を左右すると思われ

る一つの要因について詳しく吟味した研究は

殆んど見当らない.我々ほ先にトラップの構

造と設置場所とが採集能率に及ぼす効果につ

いて報告したが,今回は同質,同構造のトラ

ップを使用して,脚高を色々に変えてその効

果を調べた結果について報告する.

採集方法及び場所

本実験に償周したトラップほ16メッシュの錦金網

梨で,直径20cm,高さ25cm,倒ローiトの高さ

13cmのもので,脚を銅線で作りその高さを自由

に変え得るようにした･餌は魚肉(アジ又はイワ

シ)を伺い,約150gを細かく切って購入後1-2

EI経過したものを使用した･餌を直径13cm,探さ

1.9cmのl小皿になるべく平たく盛ると魚肉の上表は

皿の置かれている台の平面から約3cmの高さとな

る.これを上記トラップ下に置くとトラツブの脚の

高さが3cm以上になると側面から皿に盛った肉が

完全にみえるl
実験を行った場所は東西に長く建っている研究所

の二階建の建物と,平家の整肢療育院との酪中間

で,それぞれから約15mの地点に,これと平行し

美

本実験ほ1954年11月20日から12月1日までの閣

の,雨天を除いた10日間に,10偶の脚高の異なる卜

て即ち東西に長く,60ciコ×220cm,高さ75cmの

机を置き,その上にトラップを後に述べるような方

法で設置した.机の東方及び西方にほ約8m及び

10m離れて7m及び10mのクスノキがあるが,
その蔭は机上には及ばなかった.西方は100m位

隔れて木立や建築物があり,更に西方には低い丘陵

が連なっているのに,東方ほ広L(閃けて畑,水田地

帯に連なっているので肉眼的にほより明るい感じを

与えた.

実験は1954年の秋と1955年の春にそれぞれ異なる

方法で行ったが混同を防ぐために各宍験方法の詳細

はそれぞれの実験結果の記述の前に記載する嘗にし

たい.

験tl

ラップが,机上に相墳近して一列に描かれた10の円

印(固定された位置)の上を一巡するように計画
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T able 1 Fly catch per setting position per day in experiment A made in Nov., 1954-
Figures from 1 to 10 represent the trap number. Those given in parentheses represent

the number of flies trapped per selling position per day. Catches were made making

each of ten traps to take a round of ten position during ten days.
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Fronコthe result of analysis of variai-ce, significant differences are found among

selling posilions, Iraps, and days respectively n.1 1 per cenl level and lne

di宮erence 一arger than 820 between any two lotals of flies can be regarded as

signi丘cant at 5 per cent level｡

し'トラツブを毎日9暗から16時まで設置して探集

を行つた.

この実験で各場所(円印の位置),各探環日及び

各トラッブ毎に採集された,ヽエ数は第1表に禾す通

りで,これらの肴要因について分散分析を行つてみ

ると,各要因の水準間には共に有意差のある事が認

められ,合計数において820以上の差がある場合に

2つの水準間に有意差が認め得る｡

但し探集E…間に差のある事は,温度,雲量.風逮等

の異なる日に実験を行つているので当然の事だと思

われるが目的外の事であるので今は問題にしない.

脅場所での合計数を図に京すと第1図のように東

端が有意的に多い寄がわかる.西端は中間のものと

の間に有意の差はないがその数はかなり多いからト

ラッブの列の端に多少の誘引効果があるように思わ

れる.東方はある誘引効果(恐らく明るさによるも

のと思われる°に列端の効果が加わつて著しく誘引

効果が甥われたものと思われる.即ち設置場所によ

つて著しく誘引効果に差のある事を認めねばならな
ロ,
ヽ　　･

次に脚高と採集された,ヽエ数との関係は第2図か

らわかるように3･Ocm　と4･5cmのトラツブで特

に多く,それよりも脚高が高くても低くても採集数

は少くなる.この事は-エが餌に誘引されて集る場

合には脚高の高い程好都合であるが,満腹し或は何

かの原因で飛び立つ時に脚高が或程度以上に高いと

トラツブ外へ逃げるようになる事を暗元するもので
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T able 3 Number of flies of each species or Table 4 Number of flies of each species or
group at each setting position during group trapped in each trap during ten

ten days. days.
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第2表のように整理した種類又は群について第3及

び4蓑に荒すように探集壕所毎，及びトラツブ毎の

採集数を出して各場所毎，及び肴トラツブ毎のノヽ…L

群集間の構成の比較を相関係数法によつて求めて図

元すると第3及び4図の通りとなる．

第3図からわかるように場所蘭には殆んど構成の

差がなく，能率のよい場所では各彊類が比例的に多

く集つている事が窺われる．これに反して肴トラツ

ブ間には脚高0・3cmのトラッブでは著しく異なる

が，1．5cm以上のものでは殆んど同様であつて，

0．6及び1．OcInのトラッブでのものはその中間型

とみなし得る．

脚高0・3cmのトラツブのハエ構成が他と著しく

異なる点は第4表からわかるようにイエバエが優占

種になつており，1．5山以上のトランプで数の多い

オビキンバエ類（主としてChrysomyarr）egacephala°

Fig．3　Ten series or corrclation coe航cients obtained

by the recIProCaltr6aLmet］tS of ten fly nssociations
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及びタロ｝くェ類（主としてCalliphora

lata）等が非常に少い蕃である．そこで

肴トラッブによるイエバエの採集数を百

分率法によつて比較してみると第5図に

荒すように特に3・OcI℃のトラッブに多

く，1．5，2・0，4．5cmのトラップではこ

れに次いで多く，それよりも高くても低

くても採集数が少くなつている・この事

からわかるように0．釦mのトラツブで

はイエバエが多いのセはなく，体の大型

である数笹類が侵入できなかつた事がそ

の原因であつて0．6及び1．Ocmのトラ

ップが中間型であることもこれらのノ、…L

類の侵入が1．知m以上のトラッブに比

較して困難であつた事によるものと思わ

れる．
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以上を要するに同一環領内で完全に接

近して並べられた場合にも場所の効果が

甥われ，より開けた明るく感じられる方

向と，列の端との組合された条件下でそ

の効果が大である．又脚高の効果につい

てみると，1・Ocln以下のトラップでは

脚高が低くなるにつれて大型のハエ類が

侵入出来なくなるが，1・5cm以上のトラ

ツブでは採集されるハ土群集の構成には

殆んど差がなく，ゴ．0ル4．5cmのものが

最も療集弛率が優秀である・この効果は

餌の置かれている場所の明るさと満腹し

たものの飛び立っ角度に関係して現われ

るように思われる．

Fig・4　Ten series of correlation coe伍cients obtained

by the reclProca一trealments of ten8y associatioDS

for traps．
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実　　　験　　　B

この実験は同じくハエトラップの脚高の効果を調

べるために計画し’前回と同一の場所で行つたが，

机上における位置の効果を除くために前回の実験で

F…g．5　60％confidenceintervals for population

percenlage number of house ay，MusCa

d0TneSliCa Vici打αcollected by each tr万P

during tcn daysin Nov・，1954．
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位置的効果の最大であた方向へ机を向け従つて一列

に並べるトラップの列がその方向に直角になるよう

にし，而も机上でのトラッブの位置は毎日乱数表に

よつて決めた．トラッブは同質，同型，同じ新しさ

の，但し脚高が2，3，4，5及び6crn　と異なるもの

をそれぞれ4個ずつ用意し，無作為に各脚高のもの

1つずつ討5個を1組として，4組作つた・その2

組ずつ即ち10個のトラップを9埠から10時までの1

時間，あらかじめ乱数表で決められた’机上の10の

位置に並べ，10時に全部回収して’直ちに他の2組

を新しい位置に並べて10暗から11曙まで放置した．

先に回収したトラツアはハエを取り出して記録した

後’第3時間目の使用にまわした・この様にして2

粗からなる10個のトラップは他の2組と1時間交替

に使用され，各2組は6月1フ日それぞれ3回ずつ倭

国された・

全く同様の実験を同じ場所，同じ方法で6月27日

に，もう一度繰返して行つた．

以上の契験は5笹の脚高のトラツブによる4回の

繰返し実験とみなす事が出来る．

トラツブと時間との組合せにおけるハエの採集

数，及び繰返しをぬりつぶした補助表を示すと第5

表の通りであり，これから得られる要因分析表は第

6表の通りである．即ち脚高を異にするトラップ間
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Table・5　Fly catches bタ占ve traps of ditferent

leg height（Fo・urreplicatjons°●

June］．7，1955　　June17，1955

Table6　Analysis。fvariance of the results

sh。Wnir］Table5．　　　　t

Sourccof Surn oE Degrecs of Mean Variance

，・variaLion SquaTeS Freedom Square Ratio

Time

Leg height（cm）

2　　3　　4　　5　　6

Leg height（cm°
H　　2799．88　5エ1＝4　　　699．9713．59※※

2　3　4　5　6　　T　　1971．64　6－1＝5　　　394．33　7．66※※
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June21，1955　　　June21，1955

TiI刀c

9′■ーノ10

10′－11

11，｝12

12～13

13′■ー一14

14′一15

Leg height（cm°

2　　3　　4　　5　　6

Leg height（cnl°

2　　3　　4　5　　6

16

三宝～

8　24

6　　8

5　　4

7　　フ

12　23

4llO

42い6

18…　17

14　14

6　12

16　14

12　12

3112

5　10　20　15　　8

8

；…

（6）～

52

1116　12　　9

3　11　6　　9

5－　9　2811

17．

15

54　30　22

12　15　　7

．l・いI八一・ 61い22い06l6697　81

TotsIs of four rep†ications

Time

Leg height（cⅡ一°

2　　　3　　　4　　　5 6

Tota

9一一10

10・｝11

11′｝12

12′｝13

13・一14

14一一15

TotごIl

33

25

24

18

30

41

64

46

23

23

69

44

フ2

68

58

52

121

107

84

56

63

69

84

105

6

4

3

3

9

7

34

5　　　318

1　　　236

2　　　200

4　　196

3　　　397

171269■　478－　4611（9）（3フ6）
4　　1723

及び採集時間間には1％以下の危険率で有意差が認

められ，トラッケと採集時間の間の交互作用は起つ

ていないと解釈出来る．ハエの摂食活動は主として

気温と雲量によつて大きく支配されるので採集時間

間には有意差のある事は当然であるが目的外の草で

あるので今は探りあげない．

脚高の効果は第6図に京すように4cm或はこれ

H：HeighL oflegs of且y traps

T：　Time。f catches

H’r：Interactioー」

R－（HT°：ReplicaLi。n

HTR：　Total

※※：Sign抗cant atl％1evel

Fig・S Signincant di庁erences occuring bet、Veen

any two toh一nulnbers0f aies are repre■

Sentedl°y Solidlines

（Leastsigniflcant differencesis73・74°

（478）4

（3。。，ノp
2 （－7り

5（46t）．

（269）

Figurein circle represel－tS the heightin cm

oflegs of trap。Figurein parenthesis repre．

SentS the totalnumber of aies coI一eCtedin

each trap of differenLleg he王ghtin experi・

mcntI］。

に近いものが最大であると考えられる・

しかしここでも各トラッブ毎のノヽニL群集の組成を

吟味してみる必要があるので第7表に竪琴したよう

な各トラッブ毎のノヽ二L群集についてその構成を相関

係数法により比較してみると第7図のようになる．

図に京すように脚高3～6（mの釆列群は互に近似

しているのに，2山の釆列だけが趣を異にしてい

る．これは主として脚高4～6cmで多く採集され

るミドリキンバエ，ヒロズキンバエが2cmでは非

常に少なかつた事，及び3～6cl－－では3乃至4位

と比較的少なかつたセンチニタバェとナミニクバュ
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Fig｡ 7　Five series of correlation coe凪:ienls

obtained by the reciprocaーtreatments of

five尺y associations obtained by traps of

di庁erent leg height.

I.o
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l･o　5
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2　　　3　　　4　　　5　　　6

Leg height in cm of fly trap

が2cmでは少くはなつていない事などによる.

上記のキン,ヽ｡ェ類は雌もそうであるが特に雄が脚

高の低いものに少い傾向がみられる.ところが6月

の採集では11月に比して雄の比率が急増しているの

で益々この傾向が著しくなつたものと思われる.一

刀,上記のユタバ工･類は2cm位の低さでは採集さ

れる個体数が少くはならず, 6月に増加している雄

も亦然りであり'特にセンチニタ'ヽ｡ェの雄は脚高の

低いもの程多く入つている.これらの笹類の重ほが,

秋個体数の極めて多かつたオオクロバ-とかオビキ

ン,…工一等が殆んど探れないので, 6月には表面に大

きく浮び上つて来て脚高2cmのトラップでの-エ

考

今回の実験は金網トラップの下に入れる餌

(魚肉)の表面までの高さがトラップの置か

れている台平面から約3cmの場合について

トラップの脚高が台平面からどの程度の高さ

にある時最も採集能率が大であるかを調査す

る事が目的であった｡

1954年の11月に行つた実験から4.5cmの

脚高のものが最も能率がよい事がわかり,

1955年6月に行つた実験から　　5cmの高

さが効果的である事がわかつた●　従つて大体

4.5cmの脚高が効果的である.といつてもよ

いように思う｡

Table 7　The total numbers of flies of a species

or group collected in experiment B

made in June, 1955.

I｣eg height (cm°

2　　3　　4　　5　　6

Species

Ophyra leucostoma

Ophyra chalcogaster

Fam裁a scalaris

Muscina stabulans

Musca domestica vicina

Calliphora grahami

Lucilia sericatα

Luctlia cupri花a

Lucilia illustris

Lucilia caesar

Hen裁pyrellia ligurriens

Chrysomya

Chrysomya

Sarcophaga

Sarcophaga

Sarcophaga

Sarcophaga

Sarco phaga

Sarcophaga

Sarcophaga

pinguis

megacephala

melanura

peregnna

similis

misera

albiceps

tsushimae

tuberosa

I

)

)

∫

)

85　10　13　11

1　3　　4　　2

2　　6　1　4　　4

0　　0　1　0　　0

12　15　13　15　11

23　46　71　92　79

41 104　272　248 180

1　2　　4　�"5　　4

3　　8　18　24　20

14　　9　11 14　　3

36　31　29　23　17

23　25　25　13　11

6　12

2　　4　　4　　2　　0

Tolaー　　　　　　171 269 478 461 344

群集の組成を変化させたものと考えるぺきであろう.

この傾向はかすかではあるが3cmのトラップでの

群集組成の上にもみられる.

察

今回の実験では両回共陶器製の直径約

13cm,探さ平均1.9cm,全体の高さ平均

2.8cmの同形同大の小皿を使用したが,こ

れに約150gの魚肉をきざんで平たく盛ると

約3cm　となるので,側面からも皿の中の肉

はわずかにみえる･この上に置いたトラップ

の脚高が台の上から約4･5cmの場合に採集

能率が最もよいという結果になつたのである

が,ここに求められた脚高は餌の上表からト

ラップの下線までの空間の高さに意味がある

ものか,台から下線までの高さに意味がある

のかは問題である･しかし我々は前にも述べ
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たように，トラップの採集効果は餌の置かれ

ている場所の明るさとハ＿エが餌から飛び立つ

時の角度に関係すると考えているので，求め

得た高さは餌の上表からトラップの下線まで

の距離即ち捕束する効果（飛び立つハエが例

ロートにつかまる効果）の最大値を探り得た

ものと解釈すべきではなかろうかと思ってい

る．餌の置かれている所を明るくする事によ

つて誘引効果を．より大にする事が出来るので

はないかと考える．例えば硝子容器に餌を盛

るとか，，トラップ全体を白紙の上に置く場合

楠

1）金網トラップの脚高の効果を調べる目

的で1954年の11月（実験A°　と1955年6月

（実験B°　とに，多少実験方法を変えて，分

散分析法でその結果が吟味出来るような実験

計画を立てた．

2）実験Aでは，日当りのよい2つの建物

の中間の空地に，東西に長く机を置き，その

上に相接近して一列に印された10の位置に，

同質，同型の，但し脚高が0・3cmから10cm

までそれぞれ異なる10偶の魚肉金網トラップ

を，10日間に一巡させてハエの採集を行つ

た・

3）実験Aの結果を分散分析法によつて吟

味した潜果，位置の効果と脚高の効果のある

事が有意的に認められ，位置的には列端に多

少の効果があるが，更に，明るく開けた方向

に向つた位置に著しい効果がある．脚高にっ

いては約4．5cmのものが最も採集能率が大

である．

4°　実験Bでは，実験Aに使用したものと

同質，同大の，但し脚高が2，3，4，5及び

6cmと異なるトラップをそれぞれ4個ずつ

用意し，それを各脚高のトラップ5個ずつを

1組として無作為に4組に分けた．その2組

ずつ，即ち10偶のトラップを1時間交替に使

用して1日に3交替させてハエの採集を行

い，同様の実験を2回線返した・この実験

は，実験Aと同じ場所，同じ机上で行つたが，

の効果を調べる必要がある．今回の実験の条

件下で脚高3c甲から7cm位までの問では

採集されるハエ群集の構成はあまり変らない

ようで奉るが，それより両端へ外れると構成

が多少ずつ異なつてくるようにみえる．脚高

の低い，例えば2cHlのトラップでは，生理

的機制はわからないが，入り難い種類と入り

易い種類とがあるように思われるし，1．5cm

以下になると大型のハエ額は機械的に侵入し

難くなる・

要

位置の効果を除くために10偶のトラップを一

列に並べる位置を前の実験で位置の効果の著

しく現われた東東北の方向へ直角に向け’机

上での位置は各時間毎に乱数表によって決め

た．

5）実験Bは5種のトラップによる4回の

繰返し実験とみなし分散分析にまつて吟味し

た結果，今回も脚高の異なるトラップによる

採集数間正有意的な差のある事が認められ，

採集能率の最もよい脚高は4〇mと5cmの

問にある事がわかった・

6°　脚高が3cmから7cmまでのトラッ

プでは採集されるハエ群集の構成に殆んど変

化は認められないが，与れより以上或は以下

になると構成が多少変つてくるようであり，

1・5cm以下では大型のハエ類は機械的に侵

入し難くなる。

7）脚高の効果は，餌の置かれる位置の明

るさとハエが餌上から飛び立つ角度に関係す

るものと思われるので，今回の実験の結果求

め得た約4・5cm　という値の持っ意味は餌

の上表（台の上から餌の上表まで約3cm）

からトラップの下線までの空間の高さが約

1．5cmの場合に餌に誘引されたハエが飛び

立つ時に，最も多く倒ロートにつかまるもの

と解釈出来るように思う．更に，餌の置かれ

ている位置を明るくする事は誘引効果をより

あげる事になるであろう．
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（昭32．10．20受付°

風土病研究所　　　　水害　日　誌抄

7月25乱読早。大村増方は，フ50ミリの大豪雨あり，21時30分項，本明川上流の堤防決潰し，俄然，

風土病研究所階下は床上3尺の浸水を募り，被害甚大．－7月26日．，原田書務局長，申出施設課長は

急遽’被害状況視察のために来所・－7月27日，古屋野学長は原田事務局長を伴ない’被害状況視察

のために来所．ー・－7月28日，応急処置軍需のために橋口事務官を本部に派遣・－7月29日．，復旧整

備対策のために主任会議開催．長崎大学事務職員の一団による排士作業開始’浅野会計課長引率，8月

3憎まで続行・－－7月30，本部会議室に於いて，長崎移転及び新営二等の問題に就て，古屋野学長及

び原田書賽局長の臨席の下に教授会開催。兼任所員，横田，北村，松岡，中沢番数授も出席・－8月

1臥長崎移転及び薪営工事の関係に掛、て主任会読開催．■8月2日，聖倉所長，大森教授，高橋

助数犀，片峯助教唆’吉田講師，岩田事務長は高屋野学長ゑび原田要務局長と対談，災害助日放びに新

営工書に掛、て要請●～8月3日，登倉所長ゑび岩．田事務長は和泉院長を訪い，諌早分院第六病棟の

一部を高橋研究室に俣用することの諒解を請う．内諾．－8月5日，学生アルバイトの一団による清

掃作業開始，相沢教媛弓l率，10閏流行．ー■－8月8臥松永文部大臣一行被害状況視察のために来所．

－8月9日，登倉所長は原田等親局長，浅野会計課長，和＿順設課長とともに，文部省関係各課を歴

訊災害助日及び新営工事に就いて陳情放びに請願・－－8月17臥登倉所長は，岩．田書賽長を伴ない，

水害以来の援助に対する感謝の挨拶のために本部及び各学部を歴訪．

損害額：機械及び器具の助日費5・345．000円，消耗品流失94・000円，修復ゑび清掃に零した諸雑

費355．000円’合計5．フ94．000円．

このように不意の災害に襲われて，物質的損害の他，研究記録の一部流失したものもあり，また，応

急作業に忙殺されたので，本年度の業績集を編纂することはおぼつかないと思われたが，文部当局，大

学当局，大学内外の御援助と御配慮によつて，漸次修旧整僚の成るとともに，本年畏も業贋質の発刊を

，見るに至つたのは，感謝と悦びに堪えない次第である．（聖倉）




